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平成 8 年の食中毒発生を受けて、文部省は平成 9 年４月の旧文部省体育局長名で「腸管出
血性大腸菌О157 発生状況を踏まえた食中毒発生の防止等について」、「学校給食における衛
生管理の改善充実及び食中毒発生の防止について」が出され、その後、「衛生管理基準」と











理施設衛生マニュアル」の制定及び改正を示したものである。平成 8 年のО157 食中毒以来
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年 文部科学省 厚生労働省 
平成 8(1996)年 学校給食において腸管出血性大腸菌О157 を原因とした食中毒発生 
平成 9(1997)年 「学校給食衛生管理の基準」 制定 大量調理施設衛生管理マニュアル 
制定 
平成 12(2000)年  一部改正 













平成 24(2012)年  一部改正 
平成 25(2013)年  一部改正（2，3，10 月） 
平成 28(2016)年  一部改正(7，10 月) 
平成 29(2017)年  一部改正 
 
＜表-2 文部科学省及び日本スポーツ振興センターが発行した食中毒防止のための冊子＞ 
発行年  冊子 表題 
平成 14(2002)年 「食中毒防止のための学校給食調理環境改善事例集」発行 
平成 15(2003)年 「食中毒防止のための学校給食調理環境改善事例集第 2 集」発行 
平成 16(2004)年 「食中毒防止のための学校給食調理環境改善事例集第 3 集」発行 









「平成 20 年度学校における食の安全に関する実態調査報告書」発行 
平成 22(2010)年 「調理場における洗浄・消毒マニュアル Part2」発行 
「学校給食において発生した食中毒事例集」発行 
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「平成 21 年度学校における食の安全に関する実態調査報告書」発行 
平成 23(2011)年 「学校給食衛生管理基準の解説」発行 
「調理場における衛生管理＆調理技術マニュアル」発行 
「平成 22 年度学校における食の安全に関する実態調査報告書」発行 
平成 24(2012)年 「学校給食調理従事者研修マニュアル」発行 
「平成 23 年度学校における食の安全に関する実態調査報告書」発行 
平成 25(2013)年 「平成 24 年度学校における食の安全に関する実態調査報告書」発行 
平成 26(2014)年 「平成 25 年度食中毒防止に関する実態調査報告書」発行 


















＜表-3 学校給食における食中毒発生件数と有症者数の推移（平成 9 年度～平成 26 年度）＞  
年 発生件数 有症者数 年 発生件数 有症者数 
H9 10 3,809 H19 5 769 
H10 7 2,440 H20 6 494 
H11 10 1,698 H21 1 252 
H12 4 767 H22 2 1,800 
H13 6 510 H23 2 102 
H14 6 1,250 H24 5 957 
H15 5 649 H25 4 1,535 
H16 4 549 H26 2 211 





20,243 H18 6 2,069 
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＜表-4 学校給食における発生施設別食中毒発生件数（平成 9 年度～平成 26 年度）＞  
 
 
＜表-5 原因菌等別の食中毒発生件数（平成 9 年度～平成 26 年度）＞ 
 
 
＜表-6 月別・原因菌等別の食中毒発生件数（平成 9 年度～平成 26 年度）＞ 
 
9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
単独校 4 5 8 3 2 3 4 1 4 2 3 4 1 0 1 1 1 0 47
共同調理場 5 2 2 1 2 1 1 0 0 1 0 1 0 2 0 1 0 0 19
調理場以外 1 0 0 0 2 2 0 3 0 3 2 1 0 0 1 3 3 2 23
計 10 7 10 4 6 6 5 4 4 6 5 6 1 2 2 5 4 2 89
年   度
計
9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
ノロウイルス 0 0 6 2 1 6 3 2 3 5 4 2 1 0 1 5 3 2 46
ヒスタミン（平成9年度の「推定」2件含む） 2 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 3 0 0 1 0 1 0 10
サルモネラ 4 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7
サルモネラ・エンテリティディス 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 5
カンピロバクター（平成10年度の「疑い」1件含む） 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 5
ウエルシュ菌 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
セレウス菌 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
サルモネラО18 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
黄色ブドウ球菌 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
病原大腸菌О8 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
病原大腸菌О44 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
病原大腸菌О169 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
病原大腸菌 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
不明 2 2 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6
計 10 7 10 4 6 6 5 4 4 6 5 6 1 2 2 5 4 2 89
計
年   度
原因菌等
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
ノロウイルス 3 2 4 0 0 0 0 4 8 14 6 5 46
ヒスタミン（平成9年度の「推定」2件含む） 0 1 3 0 0 1 1 3 0 1 0 0 10
サルモネラ 0 2 2 0 0 0 0 2 0 0 0 1 7
サルモネラ・エンテリティディス 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 2 0 5
カンピロバクター（平成10年度の「疑い」1件含む） 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4
ウエルシュ菌 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2
セレウス菌 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3
サルモネラО18 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
黄色ブドウ球菌 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
病原大腸菌О8 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
病原大腸菌О44 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
病原大腸菌О169 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
病原大腸菌 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
不明 0 2 2 0 0 0 1 0 0 0 0 1 6
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２）厚生労働省「大量調理施設衛生管理マニュアル」  
３）文部科学省「学校給食衛生管理基準」他  
４）日本栄養士会雑誌 2017 年 11 月（Vol.60）pp3-13（公益社団法人 日本栄養士会）  
５）三訂「栄養教諭論－理論と実践－第 3 版」第 3 章 pp24-36（第 2 刷発行）（編著者：
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